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西 口 清 1台
近年の電子工業における集積回路技術の発展は著しい。 1971年に米国インテル社で、マイクロ
プロセッサ (rnicroprocessor) 4004 が発明され，現在のパソコンの頭脳に相当するマイクロ
・コンピュータ (rnicrocornputer) に発展し，それを CPU (Cental Processing Unit: 中
央処理装置)に組み込んだパソコン (personal cornputer, PC，以前はマイクロ・コンピュ
ータ rnicro cornputer とも呼ばれた。以下パーソナル・コンビュータをパソコンと略す)が
形成された。そして， 1981年には，世界最大の汎用コンピュータ・メーカーである米国 IBM












(1) 詳細は日本情報処理開発協会編， ~情報化白書1993~，コンピュータ・エージ社， 1993を参照のこと。





























































































用語においてもデファクト・スタンダード(業界標準)が多く， JIS (Japanese Industrial 






























































ス表示は別の VRAM (Video 用 RAM) を用いている。 MS-DOS が主 OS (Oprating 
System: 基本ソフトウェア〉であり， NEC と EPSON からそれぞれ MS-DOS が提供
されているが，殆どお互いに共用できる(互換性がある〉。
b. 富士通株式会社の FMR50j60j70j80 シリーズ，松下電器産業株式会社 (PANACOM)
Mシリーズ
NEC PC9800 と似たアーキテクチャーである。 MS-DOS が主OS である。 FMR と
PANACOM 用に各 MS-DOS が両社から提供されており，高度に互換性がある。
c .日本アイ・ピー・エム株式会社 (1 BM) および互換機メーカー製パソコン
日本の漢字をソフトウェア的に処理する OSである DOSjV ゃ OSj2 を利用するパ
ソコンがよく利用されている。 1991年 3 月に設立された OADG (Open Architecture 
Developers Group: PC オープン・アーキテクチャー推進協議会〉には DOSjV の普
及を目的に各社参加している。
d. 株式会社東芝 (TOSHIBA) の J 3100 シリーズや Dynabook シリーズ
IBM の PCjAT 互換機を継承しながら，独自の MS-DOS と DOSjV を用意している。
e. AXパソコン
AX (Architecture eXtended) ノ号ソコンは， NEC の PC9800 に対抗するため，マイ
クロソフト株式会社が提唱し，シャープ株式会社，三洋電機株式会社，ソニー株式会社，
沖電気工業株式会社，その他多くのメーカーが参加したAX協議会(1987年10月設立)の





f.アップ。ルコンピュータ株式会社 (Apple) の Macintosh シリーズ
独自の OS と操作方法を採用しており，上記の MS-DOS 機とは大きく異なるパソコン
である。操作にアイコン(icon: ファイルや操作を示す絵柄〉などの絵を多用し，キーボ
ードから入力しなくても画面に表示されたアイコンをマウス (mouse) などの位置指示装
置 (pointing device) を用いて選択することになり可能となる。
























通常のパソコン 1 画面に表示される文書の文字数(漢字40字 x 25行)は， A 5 サイズの本





















ロッピーディスク(臼oppy disk) が用いられる。ディスケット (diskette)，またはフレキ
シブルディスク (flexible disk) とも呼ばれている。通常用いられているものをサイズで
分類すると，次のようになる o
a. 3.5インチ型マイクロフロッピー (microfloppy) ディスク
記録容量は 2HD (double sided, High Density) では， 1. 44 MB (Mega Byte) , 
または 1.25 ・ 1.21 MB であり， 2DD (double sided, Double Density) では， 720 ・
640 KB のものである。
b. 5 インチ型ミニフロッピー (minifloppy) ディスク
記録容量は 2HD では， 1. 25 ・1. 21 MB であり， 2DD では720 ・ 640 KB である。
c. 8 インチ型フロッピーディスク
記録容量は 2D では， 1.25 MB である。歴史的に古いタイプのフロッピーで，サイ
ズが大きいので業務用コンピュータや汎用コンビュータで用いられている。
6. 入力装置
わが国で一般的に用いられている入力装置であるキーボードは， J 1 S で、規定された文字
配列のものである。しかし，特殊文字については，各社独自のものとなっている。富士通の






キーボード以外の入力装置としては， OCR (Optical Character Reader: 光学式文字
読取装置)や OMR (Optical Mark Reader: 光学式マーク読取装置〉がある。さらに，





タと通信回線を利用してネットワークを組んだり，小規模な LAN (Local Area Network: 
企業内通信網〉もデータの一元管理にも用いられ，処理効率向上の有効な手段となる。
8. 複数使用
パソコンは通常 1 人で 1 台を使用するスタイルで、ある。しかしコンピュータのディスプ
レイ画面の表示文字数が少なく，また別画面を表示することは操作性が悪い。そこで，パソ
コンを 2 台以上複数台同時に使用すると，操作性が向上する。 1 台をデータベース処理に用
いながら，別の 1 台でワープロソフトを使用するとし、ぅ“主と主"の関係で用いるか，また，










































一般的によく利用されるソフトウェアは， CAD (Computer Aided Design)，特定業種用，





平均単価は，図表 4 の(社)日本電子工業振興協会の調査と試算によると，ゲーム・ os ・ユ
(6) ソフトウェア研究所編『パソコンソフトウェア年鑑1993J1，星雲社， 1993, P.66 の表の単位を変更
している。




1捌年 | 四89年 1990年 1991年
単位:億円
1992年










表 計 算 66 83 152 
139 309 382 360 
118 198 267 325 353 
66 91 145 186 208 









66 102 188 113 165 
146 156 195 158 172 
















38 74 91 97 77 
29 41 59 87 77 
40 
10 
56 61 73 
40 
61 
53 21 33 
15 18 24 31 43 
16 18 24 30 33 
14 23 17 25 25 
6 10 13 13 16 




















2, 617 22.6 6 
2, 336 20.2 8 
1, 522 13.2 9 
1, 228 10.6 14 
647 5.6 29 










C A D 





334 2.9 4 
293 2.5 56 
271 2.3 27 
260 2.3 35 
186 1.6 16 
120 1.0 96 
100 0.9 87 
84 O. 7 159 
47 0.4 772 
30 0.3 132 
22 1.2 140 
13 0.1 188 













表計算ソフトウェア (spreadsheet software) はデータを縦・横 (colomn. row) など
のマトリックス状に表示することによりデータ処理を行うソフトウェアであり，チャート


































MMI (Man-Machine Interface) 人間と機械(コンビュータシステム〉との情報のやり
取りの技術・装置として， MS-WINDOWS, APPLE の OS， UNIX の X-WINDOWS





































V. む す ひ。
以上検討したように，従来，情報化の名のもとで，システム思考が重視されてきた。パソコ
ンを利用する上でも，より効率的に使用するために，環境の検討，整備が重要であり，パソコ
ンの利用環境の整備に際して，多くの課題がある。現代は，人類史上初めて利用したコンビュ
ータについての新しい文化の模索の時期である。
それは，パソコンというコンピュータの普及により，コンピュータの効率的に利用する環境
は各人の置かれた環境によっても異なり仕事や業務の内容，重要性の程度によって異なるもの
である。今後とも図表 5 のように，様々な考え方や技術などによって，相互に関連し，影響し
あいながら，コンピュータによる情報が一般化してし、く。
かつて電卓が発明された時，それは今のデスクトップ型パソコン並の大きさであったが，時
図表 5 パソコン利用の普及化サ〈クル
情報化
一般化，市場の普及
利用法
文化
思考
哲学
パッ矢ージソフトウェア
垣間言
開発
O/S 
|ハードウェア的要因| |ソフトウエア的要因 l
業務・仕事
先駆的利用
? ?
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計に組み込けれるほど小型化した。しかし，人間の指先の太さの制約上，手帳サイズや名刺サ
イズに収散された。このことを考えれば，現在の一般的なキーボード入力方式であれば，最少
サイズのコンビュータ(ノートサイズのパソコン)の大きさは自ずから決定される。操作性と
人間の肉体的制約からA5"-'B5 サイズが実用上のサイズになる。このようにコンビュータへ
の入力方式を変更しない限りは，この人間の肉体的な制約は受ける。このことは道具としてパ
ソコンを考える場合，重要な要素である。
人類の歴史において，原始時代の記録は図形を刻むことから始まり，そして，文字を描くこ
とを経て，さらに，タイプライタなどのような道具を用い，そのキーを押すことにより，情報
を伝達し，記録してきた。我々がレポート用紙や原稿用紙に文字を書くという行為から， ワー
プロやパソコンによって文章を作成するという現在の執筆活動に変化してきている。コンピュ
ータを利用することによって，ライフスタイルの変革ももたらす。手で書くという人力による
創作活動から，指で押したり，示したりするコンピュータの利用法によって，何らかの影響を，
人間性に及ぼすかもしれない。
人聞は生活や仕事のために必要な道具を発明してきた。ハードウェアは益々高性能化してい
くにつれて，その能力を十分に活用できるためにソフトウェアや思考の継続的な革新が必要で
あり，今後もパソコンと仕事のために新しいソフトウェアとその利用環境作りが展開されてい
く。
本稿はパーソナルレベルの活用についての概要と利用の際に検討すべき項目などについての
考察が中心であったが，組織での効率的で高信頼性の利用，またシステム監査などの重要な課
題については後日に記したい。
